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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
新
春
を
皆
さ
ま

と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と

心
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
常
日
ご
ろ

の
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
、

ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
、
復
興
も
一
部
を
除
き
、
ほ

ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
の
余
震
が
続
く

中
、
近
い
将
来
首
都
直
下
型
・

千
葉
県
東
方
沖
・
南
海
ト
ラ
フ

等
の
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
台
風
の
大
型
化
、
集
中

豪
雨
、
竜
巻
の
発
生
等
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
急
務

と
考
え
、
平
成
26
年
3
月
ま
で

に
利
根
町
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
作
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
気

誰もが安心して暮らせる
元気なまちづくり

町 

長

　
遠  

山
　
　
務

を
緩
め
る
こ
と
な
く
防
災
体
制

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
増
進
対
策
と
し
て
は
、

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
―
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
さ
ら
な
る
推

進
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー

ツ
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
等
々
、
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
継
続
、
展
開
し
疾

病
予
防
、
介
護
予
防
、
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
に
お
き
ま
し
て

は
、
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3

年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

第
２
子
、
第
３
子
以
降
の
子
育

て
応
援
手
当
に
続
き
、
平
成
26

年
度
か
ら
は
第
３
子
以
降
の
給

食
費
の
無
料
化
も
実
施
し
ま
す
。

布
川
小
学
校
、
利
根
中
学
校
の

大
規
模
改
造
、
小
・
中
学
校
全

校
の
普
通
教
室
と
特
別
教
室
の

一
部
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
さ

ら
に
は
災
害
時
の
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
各
小
・
中
学
校

の
屋
内
運
動
場
の
天
井
等
落
下

防
止
対
策（
吊
り
天
井
の
撤
去
）

も
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
平

成
26
年
度
～
27
年
度
ま
で
に
行

な
い
ま
す
。

　

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
よ
り
良
い
自
然
環
境
を
残

す
こ
と
は
、
行
政
の
役
目
で
あ

り
、
大
人
の
役
目
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
町
内
の
防
犯
灯
１

１
５
０
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
平
成

24
年
度
に
完
了
し
て
お
り
、
平

成
25
年
度
に
お
い
て
は
、
町
管

理
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
着

手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
各
区
が
負
担

す
る
街
路
灯
の
電
気
料
金
が
軽

減
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

立
木
地
区
町
有
地
に
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
２・８
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
光
発
電
所
も
今
月
中

に
稼
働
予
定
で
す
。
年
間
発
電

量
は
一
般
家
庭
約
８
８
０
軒
分

の
消
費
電
力
量
に
相
当
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
年
間
約

1
千
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
土
地
貸
付
料
や
発
電

設
備
の
固
定
資
産
税
収
入
の
一

部
を
利
用
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
家
庭
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
自
然

環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
4
月
の
一
般
家
庭
向
け

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
引
き
続

き
、
平
成
26
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
の
値
下
げ
も
い
た
し

ま
す
。
大
変
厳
し
い
財
政
事
情

で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
見

直
し
、
行
財
政
改
革
、
経
費
の

削
減
等
を
図
り
、
少
し
で
も
住

民
の
皆
さ
ま
の
負
担
減
、
福
祉

向
上
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
や
る
べ
き
こ
と
は
、

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
防
災
対

策
、
子
育
て
環
境
、
教
育
、
高

齢
者
対
策
、
健
康
増
進
、
疾
病

予
防
、
介
護
予
防
、
文
化
の
向

上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
自
然

環
境
の
保
全
、商
工
業
の
発
展
、

社
会
資
本
整
備
等
の
課
題
を
一

つ
一
つ
ク
リ
ア
し
、
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
定

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
協
働
で
作
り
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
の
あ

る
明
る
い
、
し
か
も
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
今
年
も

職
員
一
丸
と
な
り
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

新
春
と
は
い
え
、
大
寒
に
向

け
寒
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま

す
。
季
節
性
・
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
こ
れ
か
ら
流
行
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
体

に
十
分
留
意
さ
れ
、
健
康
で
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
、
新
年
が

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か

し
い
年
に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
春
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
26
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
旧
年
中
に
町
議
会
に
対
し

て
賜
り
ま
し
た
格
別
の
ご
支
援

と
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
北
海
道
や
東
北
地
方
を

襲
っ
た
記
録
的
な
大
雪
、
夏
の

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
猛
暑
、
９
月
に

発
生
し
た
台
風
18
号
は
広
範
囲

で
猛
威
を
振
る
い
、
北
関
東
で

は
多
く
の
竜
巻
が
発
生
す
る
な

ど
、
近
年
の
異
常
気
象
に
驚
か

さ
れ
、
自
然
の
猛
威
の
中
で
改

め
て
防
災
対
策
の
重
要
性
を
痛

感
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
２
０
２
０
年

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
開

催
が
決
定
し
、
日
本
中
が
歓
喜

に
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。
２
度

目
と
な
る
東
京
開
催
は
、
実
に

56
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
昭
和

政 策 提 言 が で き る
町　議　会

町
議
会
議
長

　
井 

原
　
正 

光

39
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
は
、
今
で
も

鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
国
民
み
ん

な
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
夢
と

希
望
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
本
町
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

特
化
型
大
学
で
あ
る
「
日
本
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
」
が
あ

り
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
夏
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
こ
の
大

学
か
ら
多
く
の
選
手
が
出
場

し
、
私
た
ち
が
昭
和
39
年
に
味

わ
っ
た
夢
と
感
動
を
、
今
度
は

未
来
の
日
本
を
担
う
本
町
の
子

供
た
ち
に
味
わ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
お
い
て
も
、
昨
年
10
月
、
大

き
な
改
革
案
が
示
さ
れ
、
半
世

紀
近
く
続
い
た
日
本
の
農
業
政

策
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
＝
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
な
ど
、

貿
易
自
由
化
交
渉
が
本
格
化
す

る
な
か
で
、
本
町
の
農
業
を
ど

の
よ
う
に
守
り
、
方
向
付
け
し

て
い
く
か
、
本
腰
を
入
れ
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

本
町
は
、
県
内
で
も
急
速
に

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る

町
で
す
。
先
人
た
ち
の
知
恵
を

借
り
、
子
供
た
ち
が
豊
か
な
自

然
の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
の
実
現
は
、
町
民
す
べ
て
の

願
い
で
す
。

　

我
々
議
会
と
行
政
は
、
よ
く

「
車
の
両
輪
」に
例
え
ら
れ
ま
す
。

互
い
が
目
指
す
道
は
、
町
の
発

展
と
町
民
の
幸
せ
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
議
会
は
、
シ
ャ
フ
ト
で

つ
な
が
っ
て
い
る
単
な
る
車
輪

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
下
で
、
行
政

と
の
立
場
や
機
能
の
違
い
を
踏

ま
え
、
常
に
緊
張
あ
る
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
町
民
の
意
思
を

反
映
し
た
行
政
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
こ
と

が
我
々
の
役
目
で
あ
り
、
議
会

の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
と
「
正

月
の
正
と
い
う
字
は
、
一
に
止と

ど

ま
る
と
書
き
、
こ
の
一
と
は
原

点
。
原
点
に
止
ま
る
の
が
正
月
」

と
い
う
好
き
な
言
葉
を
思
い
出

し
ま
す
。
原
点
に
返
る
と
い
う

こ
と
は
「
初
心
に
返
る
」
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
議
長
を
拝
命

し
、
そ
の
重
責
を
噛
み
締
め
た

思
い
を
忘
れ
ず
に
、
議
会
の
役

割
・
原
点
を
再
認
識
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
開
か
れ

た
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
員
間

で
議
論
を
深
め
な
が
ら
、
積
極

的
に
政
策
提
言
が
で
き
る
町
議

会
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
し
い
年
が
皆

さ
ま
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

利
根
町
議
会
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長�
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　農業所得の『収支内訳書』を作成し毎年役場で申告されている方へ

税務署からのお知らせ

●農業所得の申告は、収支計算による「収支内訳書」の添付が必要なため、一般の方より相談時間が長く
なります。収入や必要経費の計上方法および減価償却費の計算などでよくわからない方は、申告期間中
は大変混雑しますので、ぜひその前に必要書類を持参して相談ください。

■「申告に必要なもの」のほかに、伝票・領収書・農産物の数量等の集計した「収支内訳書の下書き書」
をお持ちください。

　　農業所得に関係する伝票（出荷伝票）や領収書を保存して、帳簿などに記帳し、集計することが必要
です。平成 25 年分の申告書をスムーズに記入できるよう、お早めに「収支内訳書」の作成の準備を進
めましょう。

■収支内訳書を作成するための収支計算には、次のことが必要です。
　○販売した農産物等の出荷伝票、請求書、領収書等の記録および保存
　○家事消費（自宅用・兄弟親戚等への贈答用）した農産物の数量の記録�
　○事業消費（育苗用・農地の借地料の対価として支払った米等）した農産物の数量の記録
　○年末に在庫（未販売・未消費）となった農産物、肥料、農薬、諸材料等の記録
　○経費の領収書・請求書等の保存および記録

■その他、収支計算には、次のことも確認しておきましょう。
　○昨年申告した「申告書の写し」と「収支内訳書の写し」の確認
　○減価償却資産（農機具や倉庫）の「取得年度・取得価額」および「耐用年数」ならびに「償却率」
の確認

　平成 25 年分から平成 49 年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告お
よび納付をすることとされています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に 2.1％の
税率を掛けて計算した金額です。

－平成25年分所得税および復興特別所得税ならびに個人事業者の消費税および地方消費税の確定
申告用紙の送付について－
　確定申告用紙は、１月下旬に送付する予定です。
　なお、前年の申告方法または申告内容によっては、①確定申告用紙に替えて、ｅ－Ｔａｘの利用
者識別番号、予定納税額等を記載した「お知らせはがき（通知書）」が送付される場合、または②
確定申告用紙もお知らせはがき（通知書）も送付されない場合があります。

１　復興特別所得税

※確定申告や税に関するお問い合わせはこちらへ
・役場税務課　℡６８－２２１１（内線２６２・２６４・２６５）
・竜ケ崎税務署　℡０２９７－６６－１３０３（自動音声案内）　〒 301－8601� 龍ケ崎市川原代町 1182－5

２　申告書発送対応

⑤　増改築の場合は、建築確認済証の写し、検査済証の写しまたは増改築等工事証明書
⑥　補助金等の交付を受ける場合は、その額を証する書類もしくはその写し
⑦　住宅取得等資金の贈与の特例を受けた場合は、その額を証する書類もしくはその写し
❽　長期優良住宅建築等計画の認定通知書の写し　
❾　住宅用家屋証明書の写しまたは認定長期優良住宅建築証明書
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平成25年分の所得税の『還付申告』は、事前に相談を受け付けいたします！

　平成 25 年分の所得税の確定申告期間は、２月 17 日（月）から３月 17 日（月）までとなっておりますが、
下記の表の内容で申告をされる方を対象に、事前の申告相談をお受けいたします。なお『青色申告の方』
や『申告分離課税のもの、損失の繰越し、財産の贈与』などを含む申告相談は、役場では受け付けできま
せんのでご注意ください。
●受付時間　　午前９時～11時　午後１時～３時　　●受付場所　　役場（１階多目的ホール）

　所得税が源泉徴収されている給与所得の方と年金所得の方で申告をされる方へ

　新たに『住宅借入金等特別控除（認定長期優良住宅を含む）』を受ける方へ

■申告に必要なもの
※税務署では、１月６日 (月 ) から所得税の還付申告を受け付けています。

●所得税が源泉徴収されている給与所得の方や、所得税が源泉徴収されている年金所得の方を対象に、下
記のような場合は確定申告の相談を受け付けします。

①給与所得のみの方で、給与所得の年末調整内容の変更を生じて申告が必要な場合
②給与所得のみの方で、給与収入が 103 万円以下で所得税が源泉徴収されていて申告で還付を受ける場合
③給与を２カ所以上から受けている場合
④年金所得のみの方や、給与所得と年金所得の双方ともある方で、所得控除（社会保険料、小規模企業共

済等掛金、生命保険料、地震保険料、寡婦寡夫、障害者、配偶者、扶養、雑損、医療費、寄附金、など
の控除）の申告をされる場合

⑤年金を２カ所以上から受けている場合

●「医療費控除」を申告される方については、本人や生計を一にする配偶者その他の親族のために、平成
25 年１月１日から平成 25 年 12 月 31 日までに実際に支払った医療費があるときは、申告することによ
り所得税が還付される場合がありますのでご相談ください。

■「申告に必要なもの」の他に、医療費の領収書（原本）と、健康保険や生命保険契約等で補てんされ
る金額がある場合は補てんされる金額のわかるものをお持ちください。

※医療費控除額の計算方法

●平成 25 年中に住宅ローン等を利用してマイホームの新築、購入、増改築等を行い、居住の用に供した
場合、一定の要件に当てはまれば『住宅借入金等特別控除』を受けることができます。

■「申告に必要なもの」と併せて、次の①～⑦までの書類もお持ちください。なお、認定長期優良住宅
の控除を受ける場合は❽、❾」も必要になります。
①　住民票　②　住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書　
③　売買（請負）契約書の写し　④　登記事項証明書　

①印鑑（認め印）　　②所得の源泉徴収票（原本）　　　③申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
④国民年金保険料の支払証明書、国民健康保険税・介護保険料の支払額がわかるもの　　
⑤生命保険料・地震保険料等の控除証明書　　　⑥医療費控除・住宅借入金等特別控除に必要な書類

期　　日 申　　　告　　　内　　　　容

２月１０日（月）
２月１２日（水）
２月１３日（木）
２月１４日（金）

・所得税が源泉徴収されている給与所得の方や、年金所得の方で申告をされる方
・給与所得の方と年金所得の方で、新たに『住宅借入金等特別控除』を受ける方
・農業所得の『収支内訳書』を作成して毎年役場で申告されている方
・東日本大震災により住宅や家財などに被害を受け、雑損控除の申告をされる方

その年中に
支払った医療費

保険金などで
補てんされる金額

医療費控除額
（最高２００万円）

１０万円または所得金額の５%
（どちらか少ない額）
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国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国

民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
３
つ

の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す

老
齢
基
礎
年
金

②
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す

障
害
基
礎
年
金

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
妻
、
子
を
支
え
ま

す�

遺
族
基
礎
年
金

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
仲

間
入
り

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世

代
が
納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者

の
方
の
年
金
を
負
担
す
る
と
い

う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」

が
基
本
で
す
。�

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の
支

払
い
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の
み
）、

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」（
30

歳
未
満
）
な
ど
の
保
険
料
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

利
根
町
で
は
、
避
難
を
要
す

る
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
自

ら
を
守
る
た
め
に
適
切
な
防
災

行
動
を
と
る
こ
と
が
困
難
な
方

を
対
象
に
、
本
人
等
の
申
請
に

よ
り
町
が
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
よ
り
、
情
報
の

共
有
化（
町
・
消
防
署
・
警
察
署
・

社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
・

自
治
会
【
希
望
者
】）
を
図
り
、

災
害
時
要
援
護
者
の
援
護
対
策

を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

登
録
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者

・
寝
た
き
り
の
高
齢
者

・
認
知
症
の
高
齢
者

・
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

・
そ
の
他
、
援
護
を
必
要
と
す

る
方

申
請
方
法

　

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
を

希
望
す
る
方
は
、
利
根
町
災
害

時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
に
て

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る

学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ

れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と

な
っ
た
時
に
「
追
納
制
度
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課　

国
民
年

金
係　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
３
６
）

土
浦
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課　

℡
０
２
９

－

８
２
４

－

７
１
２
１

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　

℡
０
５
７
０

－

０
１

１

－

０
５
０�

20
歳
に
な
っ
た
ら

国　

民　

年　

金

利
根
町
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
の

ご
案
内

あ
な
た
の
犬
が

ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る

た
め
に
！

役
場
福
祉
課
、
ま
た
は
各
地
区

の
民
生
委
員
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
内
容

　

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
に

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
内
容

を
登
録
し
ま
す
。

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
生
年
月

日
、
④
性
別
、
⑤
電
話
番
号
、

⑥
申
請
年
月
日
、
⑦
要
援
護
者

区
分
、
⑧
緊
急
連
絡
先
（
親
族

等
）

名
簿
登
録
者
の
抹
消

　

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
者

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
利
根
町
災
害
時
要
援

護
者
登
録
抹
消
申
請
書
を
役
場

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
抹
消
を
し
ま
す
。

・
登
録
者
が
死
亡
し
た
と
き

・
登
録
者
が
町
外
に
転
出
し
た

と
き

・
登
録
者
よ
り
削
除
の
申
し
出

が
あ
っ
た
と
き

※
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま

た
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
の

方
が
所
持
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

災
害
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な

形
で
起
こ
る
か
予
測
は
困
難
で
、

全
て
の
場
合
に
お
い
て
万
全
の

体
制
が
と
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
登
録
し
た
か
ら
と
過

信
せ
ず
、
日
ご
ろ
よ
り
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
３
３
）

飼
い
主
は
、
周
囲
に
迷
惑
や
危

害
を
及
ぼ
さ
な
い
心
配
り
と
し

つ
け
が
大
切
で
す
。

○
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で

散
歩
の
時
も
、
引
き
綱
は
必

ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
犬
は
檻
の
中
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

「
鑑
札
、注
射
済
票
」は
必
ず

首
輪
な
ど
に
装
着
し
ま
し
ょ

う
。
（
所
有
者
の
明
示
）

○
排
せ
つ
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う
！

犬
の「
ふ
ん
」の
苦
情
が
出

て
い
ま
す
。散
歩
中「
ふ
ん
」

を
し
た
と
き
は
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
、
悪
臭
に
ご
用
心

無
駄
ぼ
え
し
な
い
よ
う
し
つ
け

ま
し
ょ
う
。
飼
っ
て
い
る
場
所

を
清
潔
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
対
策
課

　

℡
68

－

２
２
１
１　

（
内
線
２
５
３
）
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飼い猫は近所の悪者にならないように、飼い主のきちんとした管理が必要です。

近年、のら猫の糞
ふん

尿
にょう

被害やいたずらなどによる苦情が、多数寄せられて
います。

餌を与えるだけで、その後の管理をしない無責任な行為は、
結果的にのら猫の数をどんどん増やすことになり、ご近所迷
惑なだけでなく、交通事故や病気、虐待などで死亡する不幸
な猫を増やしてしまうことになります。

のら猫が庭に寄り付かないようにするには、ホームセンターなどで手に入るのら猫避け
グッズの他に、忌

き

避
ひ

剤
ざい

や木
もく

酢
さく

液
えき

、コーヒー豆のかす、タマネギの薄切り、赤トウガ
ラシを刻んだものなどを庭にまくと効果があります。

◎問い合わせ先　　役場環境対策課　　℡６８－２２１１（内線２５３）
　　　　　　　　　茨城県動物指導センター　℡０２９６－７２－１２００

動物指導センターでは、
のら猫の確保や駆除は、
行っておりません。

ごみ収集場所などに、
のら猫が集まらないよ
うに生活環境の整備
も必要です。

あなたの飼い猫がご近所から好かれるために

の ら 猫 に 餌 を 与 え て い る 方 へ

①猫は室内で
飼いましょう！

よその家の庭でトイレをしたり、お花畑を
荒らしたり、車の上に乗ってキズをつけた
り・・・・ご近所の迷惑にもなりかねません！

不幸な猫を増やさないために、飼い猫の不妊・去勢手術をすませましょう。

②飼い猫には
首輪・名札を
つけましょう。

屋外は、病気の感染や交通事故などの危険がいっぱい！
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平
成
26
年
度
の
布
佐
駅
東
口

駐
車
場
の
申
し
込
み
を
次
の
と

お
り
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
駐
車
場
を
使
用
中
の

方
も
３
月
31
日（
月
）
で
使
用

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
期
間　

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

○
利
用
対
象　

居
住
や
通
勤
先
が
布
佐
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
通
勤

・
通
学
者
な
ど

○
受
付
期
間

・
２
月
１
日（
土
）～２

月
15（
土
）

○
申
請
方
法　

申
請
書
（
自
転
車
駐
車
場
管

理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
、
１
人
１
台
に
限
り

ま
す
。

○
納
付
方
法

３
月
初
め
に
郵
送
す
る
納
付

書
に
記
載
の
金
融
機
関
で
、

使
用
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

茨
城
県
で
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
障
害
等
級
や
自
動
車
の
所

有
者
等
が
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
は
、
障
害
が
あ
る
方

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
に

係
る
自
動
車
税
お
よ
び
自
動
車

取
得
税
を
減
免
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

減
免
申
請
は
管
轄
の
県
税
事

務
所
に
お
い
て
年
間
を
通
じ
て

受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

左
記
の
日
程
で
お
住
ま
い
の
市

町
村
等
に
減
免
申
請
の
受
付
窓

口
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
受
付
日
時

２
月
20
日（
木
）、
３
月
20
日

（
木
）　

午
前
10
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
４
時

○
受
付
場
所　

　

役
場
福
祉
課　

相
談
室　

（
注
）
新
車
、
中
古
車
新
規
登

録
に
係
る
減
免
や
自
動
車
取
得

税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
登
録

日
か
ら
30
日
以
内
に
管
轄
の
水

戸
ま
た
は
土
浦
県
税
事
務
所
自

動
車
税
分
室
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
十
歳
を
過
ぎ
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
責
任
が
生
じ
ま
す
。
未
成

年
の
時
は
保
護
者
の
同
意
が
必

要
だ
っ
た
契
約
も
、
こ
れ
か
ら

は
自
分
独
り
の
判
断
で
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
定
期
利
用
シ
ー
ル
の
交
付

３
月
25
日（
火
）～
３
月
31
日

（
月
）
の（
午
前
６
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分
）、
４
月
１

日
以
降
は
、
月
曜
日
～
土
曜

日（
午
前
６
時
30
分
～
午
前

９
時
30
分
）
に
領
収
書
を
管

理
棟
に
持
参
し
、
定
期
シ
ー

ル
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
使
用
料
金

　

自
転
車　

年
間
３
７
２
０
円

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

年
間
７
３
２
０
円

○
募
集
台
数　

自
転
車�

６
０
０
台

原
動
機
付
自
転
車�

50
台

○
一
時
使
用　

一
時
使
用
さ
れ
る
方
は
、
券

売
機
で
駐
車
券
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

一
時
使
用
料
（
１
日
）　

自
転
車
１
０
０
円　

原
動
機
付
自
転
車
２
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
社
団
法
人　

我
孫
子
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
４

－

７
１
８
８

－

２
３

４
５

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
）

布
佐
駅
東
口

自
転
車
駐
車
場
の

定
期
利
用
受
け
付
け
に
つ
い
て

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ

～
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
！
～

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
契
約

に
ご
注
意
を
！

○
必
要
な
書
類

・
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
認
印

可
）

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
（
コ

ピ
ー
可
・
免
許
証
両
面
）

・
自
動
車
の
車
検
証
ま
た
は
納

　

税
通
知
書

・
生
計
を
一
に
す
る
こ
と
を
示

す
書
類
（
住
民
票
等
）

※
減
免
の
要
件
に
よ
り
手
続
き

に
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
左
記
の
県
税
事
務
所
ま

で
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第

三
課　

℡
０
２
９

－

８
２
２

－

７
２
３
０

茨
城
県
総
務
部
税
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ�http://w

w
w
.pr

ef.ibaraki.jp/bukyoku/so
um
u/zeim

u/zeim
u.htm

　

し
か
し
、
若
者
は
社
会
的
な

経
験
が
少
な
く
、
悪
質
商
法
や

詐
欺
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
々
で
細
心
の
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

・
街
角
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
と
言
わ
れ

て
も
慌
て
ず
に
注
意
す
る
。

・
う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
る
と

思
う
よ
う
に
す
る
。

・
友
人
と
の
お
金
の
貸
し
借
り

は
し
な
い
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
は
借
金
と
考

え
る
。
利
子
が
高
く
、
返
済

に
苦
労
す
る
場
合
も
あ
る
。

・
ネ
ッ
ト
な
ど
顔
の
見
え
な
い

相
手
と
の
売
買
は
用
心
す
る
。

　

お
か
し
い
な
と
思
わ
れ
た
時

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
窓
口

役
場
経
済
課

消
費
生
活
相
談
窓
口

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
６
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
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平
成
25
・
26
年
度
『
入

札
参
加
資
格
審
査
追
加

申
請
』
を
受
け
付
け

茨
城
県
南
水
道
企
業
団

競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
追
加
申
請
受
け
付
け

　

利
根
町
で
は
、
平
成
26
年
度

入
札
参
加
資
格
の
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
、
ま
た
は
入
札
参
加

資
格
が
あ
る
方
で
、
業
種
の
追

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
追
加

登
録
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
し
ま
す
。

・
受
付
期
間

２
月
３
日（
月
）
～
２
月
12

日（
水
）

・
提
出
方
法

郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
受
付
期
間
中
の
消
印
が
あ

る
も
の
の
み
受
け
付
け
し
、

そ
れ
以
外
の
も
の
は
受
け
付

け
し
ま
せ
ん
）

・
郵
送
先　

〒
３
０
０

－

１
６

　

９
６
（
住
所
不
要
）
利
根
町

役
場　

企
画
財
政
課　

検
査

係
へ

　
　

利
根
町
内
業
者
は
持
参
も

可
と
し
ま
す
が
、
受
け
付
け

時
の
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）　

・
受
付
場
所

　

役
場
企
画
財
政
課

※
提
出
書
類
に
は
、
必
ず
返
信

用
の
定
形
封
筒
（
宛
名
明
記
、

80
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
受
理
書
（
ま

た
は
不
受
理
の
通
知
）
を
送
付

し
ま
す
。

・
入
札
参
加
資
格
有
効
期
間

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で

・
申
請
書
提
出
要
領
・
様
式

利
根
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
入
札
・
契
約
情
報
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課　

検
査
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
１
１
）

※
な
お
、
期
日
ま
で
に
提
出
が

な
い
場
合
は
、
平
成
26
年
度
に

お
け
る
入
札
参
加
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
茨

城
県
南
水
道
企
業
団
が
行
う
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
の
追
加
申
請
の
受
け
付
け
が

始
ま
り
ま
す
。
な
お
、前
回（
平

成
25
年
２
月
）
申
請
を
し
て
い

る
方
は
対
象
外
で
す
。
提
出
す

る
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

当
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・
有
効
期
限

平
成
26
年
度（
平
成
26
年
４

月
１
日
～
平
成
27
年
４
月
30

日
）

・
申
請
業
種
区
分

建
設
工
事
関
係
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
、

物
品
製
造
等
、
役
務
提
供
、

そ
の
他

・
受
付
期
間

２
月
３
日（
月
）
～
２
月
28

日（
金
）

・
提
出
方
法

　

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
南
水
道
企
業
団　

総

務
課　

庶
務
係

℡
０
２
９
７

－

６
６

－

５
１

３
１

〒
３
０
１

－

０
０
４
２

茨
城
県
龍
ケ
崎
市
長
山
１

－

５

－

２�

ＨＰhttp://w
w
w
.ib

ananw
w
.ne.jp/

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出
項　　　目 収入済額（千円） 構成比（％） 項　　　目 支出済額（千円） 構成比（％）

分賦金及び負担金 3,279,736 95.6 議 会 費 1,998 0.1
使用料及び手数料 8,760 0.2 総 務 費 111,429 3.3
国 庫 支 出 金 11,275 0.3 消 防 費 3,156,458 92.7
財 産 収 入 62 0.0 公 債 費 134,376 3.9
寄 附 金 0 ����－ 予 備 費 0 �����－
繰 越 金 20,869 0.6
諸 収 入 12,277 0.4
組 合 債 98,700 2.9

歳�入�合�計 3,431,679 100.0 歳�出�合�計 3,404,261 100.0
　◆特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　名 歳　　入 歳　　出 会　計　名 歳　　入 歳　　出
老人ホーム特別会計 122,268 115,787 水防事業特別会計 15,340 14,164
平成25年度上半期（４月～９月）の歳入及び歳出予算執行状況　　　　　　　　　　　　　　　

会　計　名 予算額（千円） 歳　　　　　入 歳　　　　　出
収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 支出率（％）

一 般 会 計 3,420,000 2,215,039 64.8 1,467,485 42.9
老人ホーム特別会計 111,124 55,779 50.2 46,109 41.5
水防事業特別会計 9,745 7,491 76.9 2,932 30.1
◎問い合わせ先　稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局　管理課　℡�０２９７－６４－３７４１

平成24年度決算の状況
　◆一般会計

稲敷地方広域市町村圏事務組合の財政状況
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龍ケ崎地方塵芥処理組合の財政状況（平成25年9月30日現在）

　

５
月
１
日
～
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

に
、
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
業
務
、
物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
そ

の
他
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者
と
決
定
さ
れ

た
方
以
外
は
、
原
則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
塵

芥
処
理
組
合
の
入
札
や
見
積
も
り
に
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者
は
必
ず
資
格
審

査
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

２
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
き
ま
す
。

○
申
請
書
類　

全
国
統
一
様
式
（
国
土
交
通

省
統
一
様
式
可
）

詳
細
に
つ
い
て
は
「
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
手
引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
引
き
は
、
組
合
窓
口
ま
た
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合　

総
務
課　

庶
務
係

〒
３
０
１

－

０
８
０
１　

龍
ケ
崎
市
板
橋

町
４
３
６
番
地
２

℡
０
２
９
７

－

６
０

－

１
７
７
７

ＦＡＸ
０
２
９
７

－

６
０

－

１
７
７
８

ｅryujin-soum
u@
bz03.plala.or.jp

　

ＨＰhttp://business2.plala.or.jp/ryujin/

平
成
26
年
度
龍
ケ
崎
地
方
塵
芥
処
理

組
合
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
追
加

申
請
の
受
け
付
け
を
し
ま
す

　◎問い合わせ先　龍ケ崎地方塵芥処理組合　総務課　℡０２９７－６０－１７７７

平成24年度一般会計決算の状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

項　　　目 決算額（千円） 割合（%） 項　　目 決算額（千円） 割合（%）
分担金及び負担金 1,953,635 54.8 議 会 費 1,795 0.1
使用料及び手数料 150,358 4.2 総 務 費 198,398 8.8
財 産 収 入 51 0.0 衛 生 費 937,354 41.5
繰 　 入 　 金 12,700 0.4 公 債 費 1,122,342 49.6
繰 　 越 　 金 79,639 2.2 予 備 費 0 0
諸 　 収 　 入 1,363,200 38.3
国 庫 支 出 金 2,233 0.1
歳　入　合　計 3,561,816 100.0 歳�出�合�計 2,259,889 100.0

平成25年度一般会計上半期(４月～９月)の収入および支出の概要　　　　　　　　（単位：千円）
歳　　　　　　入� 歳　　　　　　出

項　　　目 予　算　額 収�入�済�額 項　　目 予　算　額 支�出�済�額
分担金及び負担金 1,519,814 759,907 議 会 費 2,302 785
使用料及び手数料 145,768 73,957 総 務 費 1,331,901 1,233,594
財 産 収 入 65 25 衛 生 費 1,045,606 302,779
繰 入 金 1 0 公 債 費 653,461 492,354
繰 越 金 1,297,854 1,301,927 予 備 費 3,000 0
諸 収 入 72,768 44,516
歳�入�合�計 3,036,270 2,180,332 歳�出�合�計 3,036,270 2,029,512
収　入　率 71.8% 支　出　率 66.8%

●　組合所有財産の状況
　　土地＝131,347㎡／建物＝19,679.8㎡／車両＝10台／基金積立金＝187,808千円
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龍ケ崎地方衛生組合の財政状況（平成25年９月30日現在）

　

５
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

に
、
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
、
物
品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
そ
の
他

に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者
と
決
定
さ
れ

た
方
以
外
は
、
原
則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
衛

生
組
合
の
入
札
や
見
積
も
り
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者
は
必
ず
資
格
審
査
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

２
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
き
ま
す
。

○
申
請
書
類　

全
国
統
一
様
式
（
国
土
交
通

省
統
一
様
式
可
）

詳
細
に
つ
い
て
は
「
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
手
引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合　

総
務
課　

財
務

係〒
３
０
１

－

０
８
０
１　

龍
ケ
崎
市
板
橋

町
字
安
台
５
４
２
番
地
１

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１
４
４

ＦＡＸ
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１
４
５

ｅryu-1144@
m
use.ocn.ne.jp

ＨＰhttp://w
w
w
16.ocn.ne.jp/~ryu-1144/

平
成
26
年
度
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
を
し
ま
す

　◎問い合わせ先　龍ケ崎地方衛生組合　総務課　財務係　℡０２９７－６４－１１４４

平成24年度一般会計決算の状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

項　　　目 決算額（千円） 割合（%） 項　　目 決算額（千円） 割合（%）
分担金及び負担金 680,106 74.9 議 会 費 2,700 0.3
使用料及び手数料 26,946 3.0 総 務 費 369,896 41.2
国 庫 支 出 金 2,690 0.3 衛 生 費 321,850 35.8
財 産 収 入 177 0.0 公 債 費 204,004 22.7
寄 　 附 　 金 271 0.0 予 備 費 0 0.0
繰 　 入 　 金 0 0.0
繰 　 越 　 金 32,978 3.6
諸 　 収 　 入 164,797 18.2
歳�入�合�計 907,965 100.0 歳�出�合�計 898,450 100.0

平成25年度一般会計上半期(４月～９月)の収入および支出の概要　　　　　　　　（単位：千円）
歳　　　　　　入� 歳　　　　　　出

項　　　目 予　算　額 収�入�済�額 項　　目 予　算　額 支�出�済�額
分担金及び負担金 536,841 268,421 議 会 費 2,952 1,297
使用料及び手数料 26,187 11,429 総 務 費 189,537 93,941
国 庫 支 出 金 100,000 0 衛 生 費 522,037 111,375
財 産 収 入 183 90 公 債 費 118,711 59,451
寄 　 附 　 金 1 0 予 備 費 2,000 0
繰 入 金 161,764 0
繰 越 金 10,000 9,515
諸 収 入 261 92
歳�入�合�計 835,237 289,547 歳�出�合�計 835,237 266,064
収　入　率 34.7% 支　出　率 31.9%

○　組合所有財産の状況
　　土地＝32,812㎡／建物＝8,257㎡／車両＝５台／基金積立金＝454,633千円
○　組合債現在高の状況
　　一般廃棄物処理事業債＝733,305千円
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学校紹介
利根町立布川小学校
【15学級　児童数　306名】

【本　校　の　教　育　目　標】
学ぶ楽しさを見つけ、学び合う児童の育成

【５年生】　「ふかわっ子米」

【６年生】　「町探検」

○ 体験活動の様子

○ 町探検の様子

○ 活動を通して

○ 活動を通して

　布川小学校では、毎年５年生が学校前の田んぼで、自分たちで田植えや稲刈りを行い、その
米を「ふかわっ子米」として地域の方々へお分けし、活動の支援をしていただいています。
　例年、やわらかくモチモチした食感で、大変ご好評をいただいています。

　６年生は毎年、利根町の歴史を学び、文化財や神社などを見学する町探検を行っています。

（田植えの様子）

（資料館見学の様子）

　５月８日（水）�の田植えでは、ほとんどの子どもが初めての経
験で、最初は田んぼに入るのも恐る恐るでした。周りを見ながら
植え始め、泥の感触に「気持ち悪い～」や「キャー」などの歓声
を上げていました。しかし、コツをつかむとどんどん前に進み、
次の苗を欲しがる姿も見られました。
　終わった後は「楽しかった」、「腰が痛くなっちゃった」、「農
家の人って大変なんだなあ」などの感想をもつことができまし
た。秋の収穫をとても楽しみにしていました。

　６月19日（水）に町探検を行いました。利根町立歴史民俗資料
館では講師の先生に丁寧に説明していただき、利根町の歴史やゆ
かりのある歴史上の人物などについて、理解を深めることができ
ました。
　町探検後は、多くの児童が「自分の住んでいる町にこんな歴史
があるとは知らなかった」、「初めて行った神社もあって、利根
町の歴史に興味をもった」、「もっと自分でも調べてみたいと
思った」などの感想をもつことができました。

　保護者の方と一緒にカレーを作り「ふかわっこ米」をみんなで食べました。さらに、収穫できた
お米を保護者や地域の方々に販売したり、学習発表会で、お世話になった方を招待して感謝の気持
ちを伝えたりすることができました。今後も地域の方々との関わり合いを通して、生産の喜びや共
生の大切さを学んでいきたいと考えています。

　町探検を通して利根町の歴史を学び、興味をもった歴史上の人物や神社などについて、調べ学習
を行いました。この学習の最後には、調べたことをもとに利根町の歴史や文化財、神社などについ
てまとめたリーフレットを作成し、発表し合う予定です。学習したことを互いに伝え合う活動を通
して、表現力の向上を図っていきたいと考えています。

地域に学ぶ子どもたち 学校自慢
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（利根町総合型地域スポーツクラブ）
２月の活動予定２月の活動予定２月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください（早朝の「楊名時太極拳」、「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」では必要ありません）。
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度です（早朝の「楊名時太極拳」「武術太極拳」、第１日曜日の「ウオーキング」は無料です）。

日 月 火 水 木 金 土

1

早朝

午
前

健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午
後

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間

2 3 4 5 6 7 8

早
朝
ウオーキング
午前８時 30 分～ 11 時 30 分
（利根町公民館）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午
前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10 時～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午
後

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜
間

バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

9 10 11 12 13 14 15

早
朝

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午
前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

健康体操
午前 10 時～ 11 時 30 分
（文小学校体育館）

午
後

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜
間

バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

16 17 18 19 20 21 22

早
朝

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午
前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

武術太極拳
午前 10 時～ 11 時 30 分
（利根町生涯学習センター）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午
後

ジョイフル・スローピッチ・ソフトボール
午後１時 30 分～３時 30 分
（旧布川小学校グラウンド）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜
間

バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

23 24 25 26 27 28

早
朝

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午
前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

午後

夜
間

バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
☆　会場の準備、片付けは参加者全員で行いましょう。
☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね ワイワ
イ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習センター」、
「利根町公民館」にあります。
　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラムの活動
場所（早朝の太極拳とウオーキングは除く）で行っておりま
すので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

TEL  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２

13
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利根町子育て
  支援センターって
    何をしてるところ？

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象に支援を行っています。
　現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や、気分転換の場所にもなっ
ています。
　また、子供同士のたくさんのふれあい体験の場にもなっています。いつも遊びに
来てくださっている方はもちろん、まだ利用されたことのない方も、ぜひ一度遊び
に来てください。

＊上記の内容に関しては、直接お問い合わせください。
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉センターの健康相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してください。
＊お孫さんと祖父母の方も利用大歓迎！たくさん遊びに来てください。

問い合わせ先　利根町子育て支援センター

文間保育園内にあります。

通常の活動は保育園にて行っています。

℡６８－３１９４　FAX６８－９２２９

＊２月の予定
１ 土 17 月 にこにこ赤ちゃん
２ 日 18 火
３ 月 にこにこ広場＆しゃべランチ 19 水 よちよち
４ 火 羽根野「なのはな」支援 20 木 ねんね
５ 水 21 金 赤ちゃん＆マタニティさん
６ 木 22 土
７ 金 出前保育　※下記参照 23 日
８ 土 24 月 にこにこ広場＆しゃべランチ
９ 日 25 火
10 月 にこにこ赤ちゃん 26 水
11 火 27 木 すくすく「親子で交通安全」
12 水 ワイワイサロン(Ｐ19参照) 28 金 よちよち
13 木 ＊今年度も残り少なくな

りました。皆さんたくさ
ん遊びに来てください。お
待ちしています。

14 金 すくすく
15 土
16 日

園庭開放

月曜日～金曜日（祝日を除く） 
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
屋内も一部開放しています。
（雨の日もＯＫです）

しゃべランチ

午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
お弁当を持ってきて食べても良
い日です。

にこにこ広場

午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
園庭および室内で好きな
遊びを楽しんでください。

にこにこ赤ちゃん

午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃん・マタニティさん
園庭および室内で好きな遊びを楽しんで
ください。ベビーカーで園庭を散歩して
もＯＫです。

こんにちは！
利根町子育て支援センターです

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 22 年４月～平成 23 年３月生まれ
よちよち：平成 23 年４月～平成 24 年３月生まれ
ねんね：平成24年４月～ 12 月生まれ
赤ちゃん：平成 25 年１月生まれから　　
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねん
ねの日に遊びに来て、お母さんたちや小
さいお子さんたちとふれあってください。

１月

△よちよちのみんなで東文間保育園のお庭に遊びに
行きました

△赤ちゃんのおはなし会「ぷちぷち」におじゃましました

日時　２月７日（金）
　　　午前 10 時～
場所　すこやか交流センター
対象　利根町在住の未就園の
　　　親子
＊各自水分をお持ちください。

日時　２月 27 日（木）午前 10 時～
場所　利根町子育て支援センター
対象　すくすく年齢の親子
主な内容：交通安全協会の方が来園
し、お話や簡単な実技指導をしてい
ただきます。

すっきりサロンへどうぞ
午前９時30分～11時30分

○引っ越ししてきたばかりで、まだお
友達がいない親子の方

○昼間お子さんやお孫さんと２人きり
で過ごされているお母さんや、おば
あちゃん

○ちょっと話をしたい、話を聞いて欲
しいという親子の方など、思い切っ
て一度出掛けてみませんか？おしゃ
べりしてすっきりして帰ってくださ
い。お待ちしています。

　　お気軽にどうぞ
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　「男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

ってなあに？」シリーズ３回目となります。少しずつ男女共同参画について
分かってきましたか？今回は地域活動での男女共同参画について皆さんと一緒に考えてみま
しょう。

こんな社会を目指しています
　地域活動において、古くから慣習やしきたりによって、男性と女性の役割が決まっている
ことはないでしょうか。性別や年齢にとらわれず、地域社会の一員として主体的に活動に参
画できるようになればすばらしいですね。男女それぞれの視点を活かし、協力しながら地域
活動を進めることによって、地域の人間関係が密接になり、誰もが地域の一員として、自分
の地域の良さを実感できるといいですね。

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？　

パ
ー
ト
③

利
根
交
番
だ
よ
り

℡
68

－

２
１
１
０

例えば皆さんはどう思われますか？
◆自治会やＰＴＡ等の会長には、男性の方が頼りになるし、信頼できるわ。
◆地域の会合や行事では、いつも女性が飲食の準備や片付けをしているね。
◆地域ボランティアは、女性が出た方がいいんじゃないかな。
◆近所や親戚などの付き合いは、夫（男性）の名前でするのが自然だよね。

地域活動では

○
振
り
込
め
詐
欺
の
防
止
に
つ

い
て

　

県
内
に
お
い
て
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
の
発
生

が
相
次
い
で
お
り
、
前
年
度
に

比
べ
発
生
件
数
が
大
幅
に
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
電
話
口
で
家
族
、
警
察

官
等
を
か
た
り
、現
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
自
宅
ま
で
取
り

に
来
る
ケ
ー
ス
や
、
都
内
な
ど

に
呼
び
出
し
、
現
金
を
交
付
さ

せ
る
手
口
も
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
事
な
お
金
を
犯
罪
者
に
渡

さ
な
い
よ
う
に
、お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
す
ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
投
資
勧
誘
詐
欺
の
防
止
に
つ

い
て

自
宅
に
身
に
覚
え
の
な
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
届
き

・
あ
な
た
に
し
か
買
う
権
利
が

な
い
。

・
上
場
予
定
で
必
ず
も
う
か
る
。

・
代
理
投
資
、
共
同
投
資
し
て

ほ
し
い
。

な
ど
と
勧
誘
す
る
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
投

資
勧
誘
詐
欺
の
手
口
で
す
。

　

怪
し
い
電
話
を
受
け
た
際
は
、

慌
て
ず
、
警
察
に
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

振
り
込
め
詐
欺
対
策
室
（
通

報
・
相
談
窓
口
直
通
）
℡
０
２

９
－

３
０
１

－

０
０
７
４
（
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

○
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

１
．
高
齢
者
の
死
亡
事
故
傾
向

に
つ
い
て

　

高
齢
歩
行
者
の
死
亡
事
故

は
、
午
後
４
時
～
８
時
の
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
の
時
間
帯
で

多
発
し
、
こ
の
時
間
帯
中
、
自

宅
か
ら
わ
ず
か
50
ｍ
以
内
の
場

所
で
４
割
と
、
最
も
多
く
発
生

し
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

の
緩
み
が
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。

夕
方
以
降
歩
い
て
外
出
す
る
時
は
、

・
反
射
材
を
着
用
す
る
。

・
視
認
性
の
高
い
白
っ
ぽ
い
服

を
着
る
。

・
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
必

ず
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を

確
認
す
る
。

な
ど
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

２
．
危
な
い
！
携
帯
電
話
な
ど

を
し
な
が
ら
の
運
転

　

車
や
自
転
車
を
運
転
し
な

が
ら
携
帯
電
話
や
音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
操
作
し
な
が
ら
運
転

を
し
て
い
る
と
、
重
大
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
！

３
．
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意

　

道
路
が
凍
結
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
リ
ッ
プ
事
故
等

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

路
面
の
状
況
に
注
意
し
て
安
全

運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
も
終
わ
り
を
迎
え
る
１

８
０
０
年
代
中
ご
ろ
、
と
あ
る

書
物
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
書

物
は
地
元
を
中
心
に
話
題
を
呼

び
、
そ
の
後
広
ま
っ
て
一
気
に

知
名
度
を
上
げ
た
。

　

そ
の
書
物
の
名
は
「
利
根
川

図
志
」。
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
本
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を

創
作
し
た
布
川
の
医
師
・
赤
松

宗
旦
と
は
？

　

す
べ
て
は
企
画
展
に
て
明
ら

か
に
！

～
企
画
展
の
お
知
ら
せ
～

「
赤
松
宗
旦
と
利
根
川
図
志
展
」

開
催
期
間

○
会
期　

３
月
１
日（
土
）～
30

日（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
20
分

○
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日

（
企
画
展
開
催
期
間
の
み
、火

曜
日
も
開
館
し
ま
す
）

※
日
程
等
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

℡
68

－

４
６
０
０

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
68

－

３
２
６
３

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
コ
ラ
ム

�

連
載
第
７
回

～
利
根
川
図
志
か
ら
み
た
利
根
町
～

�

予
告
編
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県
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
32
回
茨
城
県
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、

永
年
の
地
域
福
祉
の
増
進
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
次
の
方

々
が
、
表
彰
お
よ
び
伝
達
が
さ

れ
ま
し
た
。

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
表
彰

平ひ
ら　

野の　

信の
ぶ　

子こ

さ
ん

市い
ち　

村む
ら　

捷し
ょ
う　

二じ

さ
ん

大お
お　

越こ
し　

・せ

津つ

子こ

さ
ん

中な
か　

野の　

傳た
だ　

功か
つ

さ
ん

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰

星ほ
し　
　
　

房ふ
さ　

子こ

さ
ん

鳥と
り　

居い　

士し　

郎ろ
う

さ
ん

田た　

口ぐ
ち　

・た
か　

夫お

さ
ん

16

町の話題
　

昨
年
10
月
26
日（
土
）
か
ら

29
日（
火
）、
高
知
県
で
「
第
26

回
全
国
健
康
福
祉
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
テ
ニ
ス
交
流
大
会
に
茨

城
県
代
表
（
茨
城
県
花
６
本
の

バ
ラ
チ
ー
ム
）�

の
選
手
と
し
て
、

利
根
町
か
ら
県
大
会
女
子
ダ
ブ

ル
ス
部
門
で
優
勝
し
た
布
川
在

住
の
相さ

が
ら樂
八や

重え

子こ

さ
ん
・
三み

つ

觜は
し

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
２
名
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

昨
年
10
月
31
日（
木
）、
茨
城

県
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
63
回
茨
城
県
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
、
永
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
次
の
方

々
が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
知
事
表
彰

　

星ほ
し　
　
　

房ふ
さ　

子こ

さ
ん

　

鳥と
り　

居い　

士し　

郎ろ
う

さ
ん

　

田た　

口ぐ
ち　

・た
か　

夫お

さ
ん

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

　

寺て
ら　

内う
ち　

敏と
し　

雄お

さ
ん

　

昨
年
11
月
６
日（
水
）、
茨
城

　

こ
の
全
国
健
康
福
祉
祭
の
大

会
は
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の

福
祉
を
目
的
と
し
て
毎
年
一
回

開
催
さ
れ
、
団
体
競
技
の
一
部

と
し
て
テ
ニ
ス
交
流
大
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
全
国
各

地
か
ら
69
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

茨
城
県
代
表
チ
ー
ム
は
、
予
選

リ
ー
グ
を
ト
ッ
プ
で
勝
ち
抜
き
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
準
々

決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
リ
ー
グ

戦
の
成
績
が
考
慮
さ
れ
、
全
国

第
５
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
11
日（
月
）、
利
根

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
利
根
町

主
催
に
よ
る「
第
27
回
国
保
カ
ッ

プ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
通
じ
て
、
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
、
自
ら
の
健
康
管

理
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
10
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
発

揮
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

『
第
26
回
全
国
健
康
福
祉

祭
』
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３

テ
ニ
ス
交
流
大
会
出
場

　

全
国
第
５
位
入
賞

利
根
町
民
生
委
員
児
童
委

員
永
年
の
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た

第
27
回
国
保
カ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

△

茨
城
県
花
６
本
の
バ
ラ
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん　

写
真
＝
中
央
女
性
右
側
：
相

樂
さ
ん
、
左
側
：
三
觜
さ
ん

△

表
彰
を
受
け
た
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

は
や
ぶ
さ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

青
空
会
チ
ー
ム

△開会式の様子
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昨
年
11
月
５
日（
火
）
～
８

日（
金
）
の
朝
に
、
町
内
各
小

学
校
校
門
前
で
小
中
連
携
あ
い

さ
つ
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
利
根
中
学
校
の
生

徒
会
役
員
生
徒
と
２
年
生
生
徒

が
各
自
卒
業
し
た
小
学
校
を
訪

問
し
、
小
学
生
と
一
緒
に
あ
い

さ
つ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
校
門
前
で
は
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

大
き
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
13
日（
水
）、
茨
城

県
庁
９
階
講
堂
で
県
勢
の
発
展

に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
個

人
、
団
体
等
へ
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、「
利
根
町
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
の
会
」
が
功
績
団
体

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
16
年
11
月
に

茨
城
県
が
推
進
す
る
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
養
成
講

習
会
を
受
講
し
、
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
30
名
が
中
心
と
な

り
結
成
さ
れ
、
現
在
１
３
４
名

が
認
定
を
受
け
て
、
町
内
外
で

高
齢
者
を
中
心
に
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
年
前
か
ら
町
内
小

学
校
の
５
・
６
年
生
に
異
世
代

間
交
流
や
地
域
住
民
と
の
交
流

等
を
目
的
に
、
キ
ッ
ズ
・
リ
ハ

ビ
リ
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

習
会
の
開
催
な
ど
、
他
に
は
見

ら
れ
な
い
独
自
の
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

同
会
か
ら
「
今
後
も
高
齢
者

が
体
操
教
室
に
喜
ん
で
参
加
し
、

住
み
慣
れ
た
こ
の
地
で
介
護
予

防
事
業
の
普
及
を
通
し
、
健
康

な
高
齢
者
を
１
人
で
も
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
15
日（
金
）、
利
根

町
公
民
館
に
お
い
て
、
老
人
大

学
（
主
催
＝
利
根
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
約
１
８

０
名
が
参
加
し
、
10
年
以
上
の

永
年
勤
続
者
表
彰
や
講
演
、
各

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
永
年
勤
続
表
彰
者

細ほ
そ

田だ　
　

清き
よ
し（
友
愛
ク
ラ
ブ
）

加か

藤と
う　

力り
き

補ほ

（
ち
ど
り
会
）

浅あ
さ

井い　

將し
ょ
う

治じ

（
し
ら
さ
ぎ
ク
ラ
ブ
）

内う
ち

田だ　

仁じ
ん

二じ

（
福
木
福
寿
会
）

あ
い
さ
つ
の
輪
が
ひ
ろ

が
り
ま
し
た

利
根
町
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
の
会
が
茨
城
県
功
績

団
体
賞
を
受
賞

利
根
町
青
少
年
相
談
員

活
動
中

老
人
大
学
開
催

△

文
小
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
様

子

△利根町リハビリ体操指導士の会の皆さん

△

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
＝
布
川
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
前

　

講
演
は
、
公
益
財
団
法
人
の

日
本
民
謡
協
会
公
認
教
授　

吉よ
し

川か
わ

幸こ
う

晴せ
い

先
生
を
講
師
に
迎
え
、

『
日
本
の
こ
こ
ろ
民
謡
』を
演
題

に
民
謡
の
披
露
等
を
中
心
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
７
つ
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
よ
る
芸
能
活
動
発
表
や
芸

術
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
30
日（
土
）
利
根

町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

は
、
地
域
の
人
々
の
深
い
理
解

と
関
心
を
促
す
た
め
に
、
利
根

町
内
で
青
少
年
非
行
防
止
キ
ャ

ラ
バ
ン
広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
ス
ー
パ
ー
２

カ
所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
１
カ
所
の
駐
車
場
を
お
借
り

し
て
、
茨
城
県
が
推
進
し
て
い

る
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」

も
同
時
に
行
い
ま
し
た
。家
庭
、

学
校
、
地
域
で
、
大
人
と
子
ど

も
・
大
人
同
士
・
子
ど
も
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広

げ
る
運
動
で
す
。
ま
ず
、
大
人

か
ら
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
・
声

か
け
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

△講演会の様子 △式典の様子
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骨粗しょう症検診＆予防教室を同時に行います
　皆さんの骨は元気ですか？あなたの骨密度は、同年齢の人と比べてどうでしょうか？
　今年も骨粗しょう症検診および予防教室を行います。この検診の対象者は節目年齢を迎えた方で
す。この機会に、ぜひ自分の骨密度をチェックしましょう。

申 し 込 み
方 法

受付期間：２月４日（火）～７日（金）
予約時間：午前９時～正午　午後１時～５時
電話予約：利根町保健福祉センター健康増進係　TEL６８－８２９１

対��象� �者 年度末年齢で（平成２６年３月３１日現在）
４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の節目年齢の女性

検診および
予 防 教 室
開 催 日 時

予約人数
10人／回

検診日：２月19日（水）・20日（木）健康カレンダーとは受付時間が変更しています。

※注意　予約者が少ない場合、２回目の時間帯の検診予約をした方であっても、１回目の時間帯に移
動していただく場合がありますので、ご了承願います。

内容および
所 要 時 間

●検診内容����デキサ法（手首のレントゲン）での検査
●予防教室の内容　１.�元気な骨を作るための食事とは？

２.�骨を作る・骨を支える運動をしてみましょう
３.�皆さんの結果はいかがでしたか？～結果表の見方～

＊　結果が出るまでの間を活用し、骨粗しょう症予防教室を行います。検診を受けてから結
果返却までの所要時間は約１時間半くらいですのでご注意ください。

料� � � � � �金 １,１００円（生活保護世帯の方は無料となります）
会      場 利根町保健福祉センター

こつ
こつ

18

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

食
育
広
場
開
催
の
お
知
ら
せ

も
の
忘
れ
予
防
栄
養
講
座

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

の
お
知
ら
せ

　

２
月
の
育
児
相
談
・
ワ
イ
ワ

イ
サ
ロ
ン
の
日
は
、
食
育
広
場

を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
に
よ
る
食
育
の
お
話

や
、試
食
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
後
９
カ
月
か
ら
14

カ
月
ま
で
の
乳
児
を
対
象
と
し

た
離
乳
食
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

　

楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
12
日（
水
）

午
前
11
時
15
分
～
45
分

（
通
常
通
り
午
前
10
時
か
ら

育
児
相
談
・
わ
い
わ
い
サ
ロ

ン
も
開
催
し
ま
す
）

▽
場
所

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
大
広
間

▽
対
象
者

　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　

３
月
の｢

介
護
者
の
つ
ど
い｣

で
は
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
共
催
で
、
日
帰
り
バ
ス
旅

行
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程　

３
月
５
日（
水
）

　

午
前
９
時
出
発
、

　

午
後
５
時
帰
着
予
定

▽
行
き
先

　

筑
波
山
・
周
辺
観
光　

予
定

▽
参
加
費�

１
０
０
０
円

▽
集
合
場
所　

利
根
町
役
場
・

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

２
月
21
日（
金
）
締
め
切
り

利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
68

－

７
７
７
１

利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
68

－

８
９
４
１

　

こ
の
講
座
も
12
年
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
は
「
認
知
症
の
早

期
発
見
」
と
い
う
内
容
で
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
講
し
て
い
る
方
は
講
話
や
、

た
く
さ
ん
の
質
疑
の
中
で
、
ご

自
分
の
も
の
忘
れ
の
程
度
を
確

認
さ
れ
た
り
、
予
防
の
た
め
に

は
ど
う
い
う
生
活
が
良
い
の
か

を
勉
強
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
日
常
生
活
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月
31
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

30
分
前
よ
り
受
け
付
け

▽
場
所　

利
根
町
公
民
館

▽
内
容

①
午
前
10
時
～
11
時

講
話　
「
日
常
生
活
の
中
で
気

づ
き
や
す
い
兆
候
」（
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
）

講
師　

筑
波
大
学　

朝
田
隆

教
授

②
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
フ
リ
フ
リ

グ
ッ
パ
ー
体
操
の
紹
介

③
午
前
11
時
15
分
～
正
午

講
話　
「
塩
分
の
減
ら
し
方
」

講
師　

管
理
栄
養
士

△

食
育
広
場
の
様
子

（
平
成
25
年
10
月
撮
影
）

 

１回目（１０名） ２回目（１０名）
受付時間 午前８時４５分～　９時 午前　９時１５分～　９時３０分
検診時間 午前９時����　��～　９時３０分 午前　９時３０分～１０時
予防教室 午前９時３０分～１０時３０分 午前１０時　　　～１１時
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健 診 ・ 相 談 な ど

名　　　称 日　　程 受　付　時　間 予　約　方　法 場所

予
防
接
種

不活化ポリオ １月17日（金） 午後1時～1時10分 １月14日（火）午前９時～
電話予約　℡68-8291　定員各15名 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４種混合 １月17日（金） 午後1時30分～1時40分

各

種

相

談

日

育児相談（食育広場） ２月12日（水） 午前10時～11時 全乳幼児対象。各相談は当日の受付順
ワイワイサロンも同時開催

ヘルシー相談 １月15日（水）
２月６日（木）

午前9時～11時30分のうちの
予約した時間

血圧測定　管理栄養士・保健師による
相談　前日までに予約

高齢者の口腔相談 １月15日（水） 午前9時30分～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 １月28日（火） 午後1時30分～3時30分のう
ちの予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談
１月14日（火）
２月18日（火）

午後1時30分～3時のうちの
予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

名　　称 内　　容 日　　程 受 付 時 間 場所・問い合わせ先

ワイワイサロン 乳幼児親子の遊び場 ２月12日（水） 午前10時～11時 利根町保健福祉センター

介護者のつどい 介護している方のつどい １月15日（水） 午後1時30分～
3時 利根町保健福祉センター

フレンドリー利根 精神疾患の人を抱える
家族のつどい １月18日（土） 午後1時30分～

3時30分
布川地区コミュニティセンター
フレンドリー利根  菅原　℡68-9125

サロン・ド・いちょう こころの健康づくり・
居場所 １月16日（木） 午後1時30分～

3時30分
利根町保健福祉センター
利根いちょうの会  市村　℡68-4035

ピ
カ
ソ
く
ら
ぶ
の
紹
介

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

３
級
指
導
士
の
新
メ
ン
バ
ー

が
12
名
誕
生
！

△養成講習会修了式

　

ピ
カ
ソ
く
ら
ぶ
は
、
障
害
が

あ
る
方
々
が
集
ま
り
水
彩
画
を

描
き
な
が
ら
、
楽
し
く
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
い
る
教
室
で
す
。

　

毎
年
、
描
い
た
絵
で
、
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
公
共
施
設

な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
講
座
開
催
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
対
象
と
な
る
人

利
根
町
に
住
む
身
体
に
障
害

の
あ
る
方

▽
参
加
費�

１
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－

８
２
９
１

△

ピ
カ
ソ
く
ら
ぶ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

茨
城
県
と
利
根
町
の
共
催
で

開
催
し
た
『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
３
級
指
導
士
養
成
講
習

会
』
が
終
了
し
、
新
た
に
12
名

の
体
操
指
導
士
が
誕
生
し
ま
し

設
・
各
地
区
の
集
会
所
・
老
人

ク
ラ
ブ
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な

ど
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教

室
の
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
68

－

８
２
９
１

た
。
８
日
間
の
講
習
会

で
、
関
節
・
筋
肉
等
の

名
称
や
動
き
や
、
日
常

生
活
動
作
に
必
要
な
筋

力
を
つ
け
た
り
、
関
節

の
動
き
を
よ
く
す
る
た

め
の
体
操
を
学
び
ま
し

た
。

　

今
後
は�

「
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
の
普

及
を
通
し
て
地
域
の
介

護
予
防
活
動
を
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
は�

“
ど
こ
で
も
・

だ
れ
で
も
・
ひ
と
り
で

も
で
き
る
”
介
護
予
防

体
操
で
、
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
体
操
教
室
の

参
加
者
か
ら
「
立
つ
・

座
る
・
歩
く
等
の
動
作

が
楽
に
な
っ
た
」「
膝
や

腰
の
痛
み
が
楽
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
教
室
は
、
公
共
施
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市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
「
ま

い
ん
」
２
階
▽
相
談
内
容
：
相

続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
入
国

管
理
各
種
許
可
申
請
手
続
ほ
か

▽
相
談
員
：
行
政
書
士
数
名

問
佐
川
☎
０
２
９
７

－

６
６

－

２
２
４
３

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

２
月
の
１
カ
月
間
を
相
談
期

間
と
し
司
法
書
士
の
サ
ー
ビ
ス

活
動
と
し
て
、
ま
た
、
相
続
登

記
の
大
切
さ
を
啓
蒙
す
る
活
動

と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
期
日
：
２
月
の
１
カ
月
間

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
）
▽
受
け
付
け
お
よ
び
実

施
場
所
：
県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所
（
茨
城
司
法
書
士
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
最
寄
り
の

司
法
書
士
事
務
所
を
検
索
し
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
）
▽
相
談
内

容
：
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

▽
相
談
料
：
無
料

問
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０
２
９

－

２
２
５

－

０
１
１
１
ＨＰhtt

p://w
w
w
.ibashi.or.jp/

茨
城
県
司
法
書
士
会

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

▽
日
時
：
１
月
25
日（
土
）午
後

１
時
～
５
時
▽
相
談
会
場
：
水

戸
会
場　

茨
城
司
法
書
士
会

お
な
か
に
い
る
と
き
か
ら
は
じ

め
る
べ
び
ぃ
ケ
ア
～
妊
娠
・
出

産
・
育
児
を
気
持
ち
よ
く
～

▽
日
時
：
１
月
19
日（
日
）
午

後
１
時
45
分
～
4
時
▽
場
所
：

つ
く
ば
国
際
会
議
場　

２
０
２

会
議
室
（
つ
く
ば
市
竹
園
２

－

２
０

－

３
）
▽
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
母
子
フ
ィ
ジ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
研
究
会
代
表
理
事　

吉よ
し

田だ

敦あ
つ

子こ

先
生
▽
参
加
対
象
者
：
妊
産

婦
・
医
療
関
係
者
・
一
般
市
民

（
同
伴
の
男
性
も
可
）
▽
参
加

費
：
１
０
０
０
円
▽
定
員
：
１

２
０
名
▽
申
し
込
み
：
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
・
問
茨
城
県
保
険
医
協
会
☎

０
２
９

－

８
２
３

－

７
９
３
０

ＦＡＸ
０
２
９

－

８
２
２

－

１
３
４

１
ｅinfo@

ibaho.jp

平
成
26
年
度
茨
城
県
立

水
戸
南
高
等
学
校
通
信
制

課
程
生
徒
募
集

　

毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も

学
べ
る
通
信
制
（
単
位
制
）

▽
受
付
期
間
：
①
一
般
入
学
：
３

月
12
日（
水
）～
３
月
25
日（
火
）

（
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
）
②
編
・
転
入
学
：
２

月
17
日（
月
）～
２
月
21
日（
金
）

（
た
だ
し
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で
）
▽
応
募
資

竜
ケ
崎
保
健
所
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
毎
月
第
３
金
曜
日　

１
月
17
日（
金
）、
２
月
21
日

（
金
）午
後
１
時
～
５
時
（
完
全

予
約
制
）
▽
場
所
：
竜
ケ
崎
保

健
所
（
龍
ケ
崎
市
２
９
８
３

－

１
）
▽
相
談
内
容
：
家
族
等
の

関
わ
り
方
の
助
言
▽
相
談
員
：

心
理
職
お
よ
び
保
健
師
▽
費
用

：
無
料
▽
申
し
込
み
方
法
：
竜

ケ
崎
保
健
所　

保
健
指
導
課
へ

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

同
日
開
催

　

ひ
き
こ
も
り
状
態
の
当
事
者

を
抱
え
る
家
族
同
士
の
交
流
と

家
族
が
ど
の
よ
う
に
本
人
と
関

わ
っ
て
い
く
か
考
え
て
い
く
グ

ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
毎
月
第
３
金
曜
日　

（
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
日
と

同
じ
）　

午
前
10
時
～
正
午
▽

場
所
：
竜
ケ
崎
保
健
所
（
診
察

室
）
▽
そ
の
他
：
参
加
に
つ
い

て
、
初
め
て
の
方
は
一
度
前
記

「
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
」
を

受
け
て
か
ら
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

申
・
問
竜
ケ
崎
保
健
所
☎
０
２

９
７

－

６
２

－

２
３
６
７

茨
城
県
保
険
医
協
会

一
般
公
開
講
演
会
の

お
知
ら
せ

（
水
戸
市
五
軒
町
１

－

３

－

１

６
）
土
浦
会
場　

土
浦
市
亀
城

プ
ラ
ザ
大
会
議
室
１
（
土
浦
市

中
央
２

－

１
６

－

４
）
▽
相
談

内
容
：
相
続
、
遺
言
、
贈
与
に

関
す
る
登
記
お
よ
び
税
務
の
相

談
▽
相
談
員
：
司
法
書
士
・
税

理
士
▽
そ
の
他
：
事
前
予
約
さ

れ
た
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

申
・
問
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０

２
９

－
２
２
５
－

０
１
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
で
小
学
校

新
入
学
児
童
に
対
す
る

入
学
祝
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

　
（
社
福
）
茨
城
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
か
ら
、
平
成
26
年

度
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
）
の
お
子
さ
ん
に
、
入
学

祝
品
（
学
用
品
）
を
差
し
上
げ

ま
す
。
該
当
児
童
の
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
で
祝
品
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
の
方
は
、
お
子
さ
ん

の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
保
護
者
名
、
連
絡
先
を

１
月
31
日（
金
）ま
で
に
役
場
福

祉
課　

子
ど
も
福
祉
係
（
☎
68

－

２
２
１
１　

内
線
３
３
７
）

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
☎
０
２
９

－

２
２
１

－

７
５

０
５

無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
２
月
３
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で（
１

人
20
分
程
度
）相
談
受
付
件
数

12
件
ま
で
▽
相
談
内
容
：
借
金

問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈
与
の

問
題
、
土
地（
借
地
）・
建
物
の

ト
ラ
ブ
ル
、
境
界
争
い
、
夫

婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ

ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
問
題
、
交
通
事

故
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
相

談
。
▽
申
し
込
み
方
法
：
相
談

日
前
日
ま
で
の
電
話
予
約
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
当
日
空
き
が

あ
る
場
合
は
、
当
日
で
も
受
け

付
け
い
た
し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
68

－

２
２
１
１（
内
線
３
４
５
）

行
政
書
士

無
料
相
談
会

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
２
月
９
日（
日
）午
後

１
時
～
３
時
▽
会
場
：
龍
ケ
崎

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

お
知
ら
せ
！　

募
集
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
各
項
目

は
、
次
の
よ
う
に
省
略
し
て

い
ま
す
。
　
…
申
し
込
み
、

　 

…
問
い
合
わ
せ
先

問

申
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新
春
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
教
室
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
：
１
月
15
日（
水
）よ
り

毎
週
水
曜
日（
全
12
回
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
▽
場
所
：

龍
ケ
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
公
園
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
場
（
龍
ケ
崎
市
川
原
代
町

５
０
１
４
）
▽
対
象
：
一
般
成

人
で
元
気
な
方
▽
定
員
：
10
名

▽
参
加
費
：
無
料
▽
そ
の
他
：

道
具
は
、
お
貸
し
し
ま
す
。
希

望
者
に
は
、
休
日
（
不
定
期
）

の
親
子
教
室
も
行
な
い
ま
す
。

（
荒
天
中
止
）

申
・
問
増
田
☎
０
２
９
７

－
６

６

－

０
４
９
７
（
午
後
５
時
以

降
に
お
願
い
し
ま
す
）

茨
城
県
自
然
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
案
内

サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

○
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
恐
竜

の
頭
骨
を
つ
く
ろ
う

▽
日
時
：
１
月
の
毎
週
日
曜
日
、

午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
申
し

込
み
時
間
、
午
後
１
時
～
１
時

50
分
）
▽
場
所
：
博
物
館　

１

階
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
▽
対
象
：

ど
な
た
で
も
（
主
に
小
・
中
学

生
向
け
）
※
幼
児
は
保
護
者
同

伴
▽
定
員
：
各
回
30
名
（
抽
選
）

▽
材
料
費
：
１
０
０
円

　

そ
の
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク　

茨

城
県
自
然
博
物
館
（
坂
東
市
大

崎
７
０
０
）
☎
０
２
９
７

－
３

８

－

２
０
０
０
ＨＰhttp://w
w

w
.nat.pref.ibaraki.jp/　

第
12
回　

新
春
書
展
の

お
知
ら
せ

　

生
涯
学
習「
書
を
楽
し
む
会
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
書
道
グ

ル
ー
プ（
翠す

い

陽よ
う

会か
い

・
香か

陽よ
う

会か
い

）の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
新
春
を
飾

る
書
道
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
古
典
臨
書
や
俳
句

・
詩
文
の
現
代
書
創
作
な
ど
、

そ
の
研
修
成
果
を
発
表
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
各
自
の
個

性
を
活
か
し
た
作
品
づ
く
り
を

主
眼
と
し
て
、
新
規
参
加
メ
ン

バ
ー
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
大
切
に
し
た
表
現
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
は
「
午う

ま

年
」
に
ち
な
ん
だ
文

字
・
俳
句
・
詩
文
な
ど
を
楽
し

ん
で
み
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
高
覧

の
上
、
ご
批
評
・
ご
感
想
な
ど

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
来
場
心
よ
り
お
待
ち
し
て
ま

す
。

▽
会
期
：
１
月
20
日（
月
）～
１

月
30
日（
木
）午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま

で
）
▽
場
所
：
役
場　

１
階
多

格
：
一
般
入
学
は
、
中
学
校
も

し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を

卒
業
ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方
。編
入
学
は
、

高
校
等
に
在
籍
し
て
い
た
が
、

現
在
退
学
し
て
い
て
、
18
単
位

以
上
を
修
得
し
て
い
る
方
。
転

入
学
は
、
現
在
高
校
等
に
在
籍

し
て
い
て
、
18
単
位
以
上
修
得

す
る
見
込
み
が
あ
り
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
方
（
た
だ
し
、
い

ず
れ
も
茨
城
県
内
に
住
所
を
有

す
る
方
ま
た
は
、
茨
城
県
の
隣

接
県
内
に
住
所
を
有
し
、
茨
城

県
内
に
勤
務
地
が
あ
る
方
）
▽

提
出
書
類
：
直
接
本
校
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
一
般
、

編
入
は
郵
送
不
可
）
願
書
書
類

の
交
付
は
、
１
月
14
日（
火
）
か

ら
で
す
。
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
来
校
す
る
か
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
お
よ
び
「
通
信
制
○
○
入
学

書
類
請
求
」（
○
○
は
『
一
般
』、

『
編
』、『
転
』
の
ど
れ
か
を
記

入
）
と
明
記
し
た
用
紙
と
切
手

１
４
０
円
分
を
同
封
の
上
、
本

校
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
茨
城
県
立
水
戸
南
高
等

学
校
☎
０
２
９

－

２
４
７

－

４

２
８
４
（
通
信
制
職
員
室
）
☎

０
２
９

－

２
４
７

－

６
１
７
３

（
事
務
室
）　

〒
３
１
０

－

０
８

０
４　

茨
城
県
水
戸
市
白
梅
２

－

１
０

－

１
０
ＨＰhttp://w

w
w
.m
itom
inam

i-h.ed.jp/

募集情報お知らせ！

目
的
ホ
ー
ル
▽
主
催
：
翠
陽
会
・

香
陽
会

問
宮
久
保
☎
68

－

４
５
１
４

と
ね
七
福
神
め
ぐ
り
を

開
催
し
ま
す

　

新
春
恒
例
第
22
回
七
福
神
め

ぐ
り
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
１
月
19
日（
日
）※
雨

天
の
場
合
は
中
止
。
▽
集
合
場

所
：
利
根
町
公
民
館
駐
車
場
▽

集
合
時
間
：
午
前
８
時
30
分
▽

コ
ー
ス
：
利
根
町
公
民
館
～
布

川　

徳と
く

満ま
ん

寺じ

～
同　

来ら
い

見け
ん

寺じ

～

同　

布
川
神
社
～
羽
中　

応お
う

順じ
ゅ
ん

寺じ

～
立
木　

蛟こ
う

・も
う

神じ
ん

社じ
ゃ

（
門
の

宮
）
～
同　

円え
ん

明み
ょ
う

寺じ

～
早
尾

早は
や

尾お

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

～
利
根
町
公
民
館

（
全
約
13
㎞
）
▽
参
加
費
：
３

０
０
円
▽
主
催
：
利
根
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
大
越
☎
68

－

７
８
８
８

五
十
嵐
☎
68

－

５
４
８
６　

中
川
☎
61

－

８
５
０
０

利
根
町
図
書
館
映
画
会

の
お
知
ら
せ

「
無
防
備
都
市
」

（
１
９
４
５
年
イ
タ
リ
ア
）

監
督
：
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ッ
セ
リ
ー

ニ主
演
：
ア
ル
ド
・
フ
ァ
ブ
リ
ー

ツ
ィ

      

   

      

　

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
指
導
者
マ

ン
フ
レ
デ
ィ
は
、
ド
イ
ツ
・
ゲ

シ
ュ
タ
ポ
の
追
跡
を
逃
れ
、
同

志
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
家
に
逃

げ
込
む
が
・
・
・

▽
日
時
：
１
月
25
日（
土
）午
後

１
時
～　

上
映
時
間　

１
時
間

46
分
▽
場
所
：
利
根
町
図
書
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
利
根
町

下
曽
根
２
７
８

－

１
）
▽
入
場

料
：
無
料

火の用心

　この時期、非常に空気が
乾燥してますので、火の取
り扱いには、十分に注意し
てください。
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利
根
町
図
書
館
特
別
整

理
期
間
の
お
知
ら
せ

人
権
問
題
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

水
資
源
情
報

　

平
成
25
年
12
月
13
日
午
前
０
時

現
在
の
利
根
川
上
流
８
ダ
ム
の
貯

水
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

水
資
源
情
報

国
土
交
通
省

関
東
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.ktr.m

lit.go.jp

※
水
は
限
ら
れ
た
資
源
で
す
。 

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　　  貯水状況  　　

利根川上流８ダム
３４, ６４４ 万㎥

７５％

　

２
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

ま
で
、
特
別
整
理
期
間
の
た
め

休
館
と
な
り
ま
す
。
そ
の
期
間

は
貸
出
等
の
館
内
利
用
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

特
別
整
理
期
間
は
、
図
書
の

整
理
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１

回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

問
利
根
町
図
書
館

☎
68

－

８
８
６
８

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

・・休館日

２月の休館日

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す

　

利
根
町
消
費
生
活
友
の
会
主

催
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
品
物
を
も
う
一
度
活
用

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
く
の
方
の
出
店
お
よ
び
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
食
品
衛
生
上
お
よ
び

法
律
上
、
販
売
で
き
る
品
物
に

制
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
左

記
事
項
を
よ
く
お
読
み
の
上
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
23
日（
日
）正
午

～
午
後
３
時

▽
会
場
：
役
場　

１
階
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

▽
参
加
費
：
５
０
０
円
／
１
店

舗【
約
４
㎡
】（
利
根
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

▽
申
し
込
み
方
法
：
次
の
時
間

帯
に
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

前
日　

３
月
22
日（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

当
日　

３
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

（
前
日
は
受
け
付
け
の
み
行
い

ま
す
。
商
品
の
搬
入
・
設
置
は

当
日
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

▽
出
品
不
可

・
法
律
に
抵
触
す
る
商
品
（
コ

　

こ
の
講
演
会
は
、
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
町
民
が
お
互

い
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
理
解

と
認
識
を
深
め
合
い
、
差
別
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を

築
い
て
い
こ
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
18
日（
火
）

受
け
付
け

午
後
１
時
30
分
～

開
会　

午
後
２
時
～

▽
会
場　

利
根
町
公
民
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

℡
68

－

７
８
８
１

▽
演
題

　
「
差
別
と
戦
争
を
な
く
す

た
め
に
」
～
お
し
ば
い
と
お

は
な
し
～

▽
講
師　

有あ
り

馬ま　

理り

恵え　

氏

　
（
舞
台
女
優
）

ピ
ー
品
等
）

・
自
家
加
工
食
品
（
惣
菜
、
漬

物
、
菓
子
な
ど
自
宅
で
加
工

し
た
も
の
）
た
だ
し
、
青
果

や
市
販
商
品
（
未
開
封
品
で

消
費
期
限
等
明
記
の
も
の
は

出
品
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他
：
未
成
年
者
に
つ
い

て
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

問
役
場
経
済
課　

☎
68

－

２
２

１
１
（
内
線
３
２
２
）

   

☆
『
有
馬
理
恵
』
氏
の
経
歴　

・
和
歌
山
県
生
ま
れ
。

・
高
校
時
代
に「
釈し

ゃ

迦か

内な
い

柩ひ
つ
ぎ

唄う
た

」

（
水
上
勉
作
）を
観
て
衝
撃
を

受
け
、
芝
居
の
道
へ
。

　

１
９
９
９
年
か
ら
「
釈
迦
内

柩
唄
」
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
各
地
で
主
演
。
そ
の
数

は
４
８
０
ス
テ
ー
ジ
を
超
え

る
。

・
２
０
０
３
年
文
化
庁
新
進
芸

術
家
国
内
研
修
生
。

・
２
０
１
２
年
米
国
ル
イ
ビ
ル

国
際
映
画
祭
最
優
秀
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
賞
受
賞
作
品
、

映
画
「
円
空
・
今
に
生
き
る
」

で
、
円
空
の
母
を
演
じ
る
。

▽
主
催　

利
根
町
・
利
根
町
教

育
委
員
会

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

℡
68

－

２
２
１
１

　
（
内
線
３
３
０
）

利
根
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

�

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
０
１
）

＊
入
場
は
無
料
で
、
一
部
手
話

通
訳
者
も
入
り
ま
す
。

＊
著
作
権
の
関
係
で
、
ビ
デ
オ

撮
影
や
録
音
は
お
断
り
い
た
し

ま
す
。　

募集情報お知らせ！
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健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

こ
ど
も
の
誤
飲

　

一
段
と
寒
さ
が
増
す
こ
の
季

節
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
で
と

か
く
問
題
と
な
る
の
は
発
熱
や

咳
・
鼻
水
に
下
痢
・
嘔
吐
な
ど

と
い
っ
た
感
染
症
の
症
状
で
す
。

特
に
保
育
園
や
幼
稚
園
で
集
団

生
活
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

や
ご
家
族
に
と
っ
て
は
大
き
な

悩
み
の
種
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
日
常
に
潜
ん
で

い
る
危
険
は
感
染
症
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
“
そ

れ
以
外
の
も
の
”
の
方
が
時
に

健
康
や
生
命
を
脅
か
す
重
大
な

結
果
を
招
く
こ
と
が
あ
り
注
意

が
必
要
で
す
。

　

が
ん
・
心
臓
病
・
肺
炎
が
三

大
死
因
の
成
人
と
は
違
っ
て
、

乳
幼
児
や
学
童
で
は
先
天
異
常

や
事
故
・
小
児
が
ん
が
死
因
の

ト
ッ
プ
を
占
め
ま
す
。
中
で
も

「
不
慮
の
事
故
」は
そ
の
他
の
原

因
と
違
い
、
子
ど
も
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
に
直
接
の
原
因
が

あ
り
、
そ
の
数
も
０
歳
児
で
死

因
の
第
４
位
、
１
～
４
歳
児
で

同
２
位
、
５
～
９
歳
児
で
は
同

１
位
、
10
歳
以
上
で
も
同
２
位

と
常
に
上
位
に
位
置
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
日
常
に
潜

む
不
慮
の
事
故
の
中
で
も
、
子

ど
も
に
特
に
多
い
誤
飲
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
誤
飲
と
は

異
物
を
誤
っ
て
飲
み
込
ん
で
し

ま
う
こ
と
で
、
食
物
や
異
物
が

気
道
に
入
っ
て
し
ま
う“
誤ご

嚥え
ん

”

と
は
区
別
さ
れ
ま
す
。
飲
み
込

ん
で
も
害
の
な
い
も
の
か
ら
直

ち
に
受
診
の
必
要
が
あ
る
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
特
に

頻
度
の
多
い
「
タ
バ
コ
誤
飲
」

に
つ
い
て
一
般
的
な
対
処
方
法

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

タ
バ
コ

　

子
ど
も
の
誤
飲
の
約
３
割
を

占
め
、
原
因
と
し
て
最
も
多
い

の
が
タ
バ
コ
で
す
。
ハ
イ
ハ
イ

な
ど
で
自
由
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
な
る
乳
児
期
後
半
か
ら
急

増
し
ま
す
。
最
近
で
は
ニ
コ
チ

ン
中
毒
と
い
う
言
葉
が
広
く
一

般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
「
口
に
し
た
ら
即
病
院
」

と
い
う
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
実
は
ち
ょ
っ
と
違
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
タ
バ
コ
は
苦

く
、
子
ど
も
に
と
っ
て
お
い
し

い
も
の
で
は
な
い
た
め
、
口
に

し
て
も
飲
み
込
ん
で
い
な
い
こ

と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

仮
に
飲
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、

　

今
回
は
、『
腕
の
力
を
つ
け

る
』
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

【
体
操
の
効
果
】

＊
上
腕
二
頭
筋
お
よ
び
上
腕
三

頭
筋
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
物

に
つ
か
ま
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
手
順
】

①
い
す
に
深
く
腰
を
か
け
、
背

筋
を
伸
ば
し
ま
す
。

②
へ
そ
の
前
20
～
30
セ
ン
チ
の

所
で
、
右
手
の
ひ
ら
を
顔
の

方
へ
向
け
、
左
手
で
右
手
首

を
上
か
ら
握
り
ま
す
。

③
軽
く
息
を
吐
き
、
大
き
く
息

を
吸
っ
て
ゆ
っ
く
り
吐
き
な
が

ら
、
５
～
６
秒
思
い
っ
き
り

押
し
合
い
ま
す
。（
左
右
の
手

を
か
え
て
同
様
に
行
い
ま
す
）

介
護
予
防

『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
教
室
』
の
紹
介
○23

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

介
護
予
防
係

　

℡
68

－

８
２
９
１

酸
性
の
胃
内
で
は
ニ
コ
チ
ン
の

溶
け
出
し
と
吸
収
に
か
な
り
時

間
が
か
か
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に

吸
収
さ
れ
る
と
催さ

い

吐と

（
吐
き
気

を
催
す
）
作
用
を
発
揮
す
る
た

め
胃
内
に
残
る
タ
バ
コ
を
吐
き

出
し
、
結
果
的
に
重
い
症
状
が

出
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
誤
飲
で
最
も
危
険

な
の
は
「
吸
い
殻
の
入
っ
た
液

体
を
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
」
で

す
。
タ
バ
コ
を
水
に
つ
け
る
と

約
30
分
で
ほ
ぼ
全
て
の
ニ
コ
チ

ン
が
溶
け
出
し
ま
す
。
液
状
の

た
め
速
や
か
に
吸
収
さ
れ
て
重

い
中
毒
症
状
を
起
こ
す
の
で
す
。

水
を
入
れ
て
灰
皿
代
わ
り
に
し

て
い
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
を
誤
っ
て
子
ど
も
が
飲

ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、

喫
煙
者
が
い
る
ご
家
庭
で
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
万
が
一

誤
飲
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
吐

か
せ
る
の
は
有
効
で
す
が
、
同

じ
理
由
で
牛
乳
や
水
を
大
量
に

飲
ま
せ
る
の
は
危
険
で
す
。

　

タ
バ
コ
の
他
に
も
医
薬
品
や

殺
虫
剤
、
お
も
ち
ゃ
や
ボ
タ
ン

電
池
、
貴
金
属
類
な
ど
挙
げ
れ

ば
き
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誤

飲
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
手
段
は

共
通
し
て
、
子
ど
も
が
口
に
で

き
る
も
の
は「
見
え
な
い・触
れ

な
い
・
落
と
せ
な
い
」
場
所
に

普
段
か
ら
移
し
て
お
く
こ
と
で

す
。
母
子
手
帳
の
後
ろ
の
方
に

も
誤
飲
に
関
す
る
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
目
を

通
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

図：平成 23年度家庭用品等の小児の誤飲事故等のべ報告件
数割合
（家庭用品等に係る健康被害病院モニター報告（厚生労働省）
より、平成 24年 12月）

出典：シルバーリハビリ体操指導
士養成講習会テキストより
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□
新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
会
員
各
位
、
行

政
・
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
商
工
会
事

業
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
利
根
町
内
共
通
商

品
券
事
業
で
は
、
行
政
お
よ
び

議
会
の
皆
さ
ま
に
も
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
大
き
な
効
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
し
、
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
、
安
倍
政
権
２

年
目
、
地
方
経
済
に
も
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
の
享き

ょ
う

受じ
ゅ

を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
消
費
税
増
税
に
対

し
ま
し
て
は
経
営
指
導
や
記
帳

相
談
に
十
分
に
対
処
で
き
る
よ

う
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
今
年
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
３
年
、
復
旧
復
興
の
進

捗
状
況
を
国
民
か
ら
評
価
さ
れ

る
年
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
利
根
町
商
工
会
も
、
各
種

団
体
が
実
施
し
ま
す
行
事
に
地

域
振
興
の
一
環
と
し
て
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
町
お
こ

し
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
利

根
町
内
共
通
商
品
券
に
よ
る
町

お
こ
し
も
、
行
政
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
午う

ま

年
「
天
馬

を
駆
け
る
、
情
熱
と
華
麗
さ
を

呼
ぶ
年
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

役
員
、
お
よ
び
職
員
一
同
、
誠

意
と
情
熱
を
も
っ
て
各
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

利
根
町
商
工
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

二
瓶　

公
男

　

商
工
会
で
は
経
営
・
金
融
・

経
理
・
労
務
の
こ
と
で
お
悩
み

の
会
員
の
皆
さ
ま
に
対
し
事
務

局
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
し
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
何
か
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ぼうさい　掲示板 役場総務課　消防交通係　℡６８－２２１１(内線５０１)

利 根 町 の 災 害 履 歴

　明けましておめでとうございます。年初め１番目のトピックスは利根町で起きた災害履歴についてで
す。過去を振り返り、現在を改めて見つめ直し、今年を平穏な１年にしましょう。

　災害履歴を振り返ると、利根町は、水害被害が数多
く発生しています。また、近い将来には首都直下型地
震や南海トラフ地震などの大地震も起こるのではない
かと予測されています。
　このような昨今の災害事情、また、利根町特有の災
害事情を踏まえ、これらに対応すべく、ただいま利根
町地域防災計画を改訂中です。
　日常がいつ非日常に変わるかわからない時代、備え
あれば憂いなし！水や食料の備蓄、避難所、避難経路
の確認など、日常からできる災害への備えを行い、日
ごろから高い防災意識を持ちましょう。

寛保２年（1742年）押付新田決壊 明治29年（1896年）布川三番割・金江津決壊
天明１年（1781年）布川徳満時裏決壊 明治31年（1898年）布川二番割決壊
天明６年（1786年）豊田・押付決壊 明治35年（1902年）十余島四ツ谷決壊
文化１年（1804年）長沖決壊 明治39年（1906年）布川二番割決壊
文政７年（1824年）長沖決壊 明治40年（1907年）豊田十里決壊
弘化３年（1846年）豊田・加納新田決壊 明治43年（1910年）川原代花丸決壊
安政２年（1885年）安政江戸地震�推定震度６ 大正10年（1921年）龍ケ崎付近の地震�推定震度４
安政５年（1858年）羽根野・豊田決壊 大正12年（1923年）関東大地震�推定震度５
明治３年（1870年）生板・大徳鍋子新田決壊 昭和10年（1935年）高須橋下決壊
明治４年（1871年）金江津十三間戸決壊 昭和13年（1938年）牛久沼立羽決壊
明治11年（1878年）源清田猿島新田決壊 昭和16年（1941年）川原常盤線下花丸決壊
明治18年（1885年）十余島押砂決壊 昭和25年（1950年）神の浦決壊
明治23年（1890年）十余島清久決壊 昭和56年（1981年）高須橋上決壊
明治25年（1892年）十余島四ツ谷決壊 昭和58年（1983年）茨城県南部の地震�推定震度４
明治28年（1895年）霞ヶ浦付近の地震�推定震度５ 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震�震度５

△東日本大震災による亀裂（利根町）
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利
根
町
の
放
射
線
量

測
定
結
果
情
報

測定値の単位：毎時マイクロシーベルト
各公園

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月18日
羽根野台中央公園 50 0.13�
早尾台第１公園 50 0.13�
利 根 っ 子 公 園 50 0.13�
風 の 公 園 50 0.12�
四季の丘第２公園 50 0.13�
白 鷺 第 ２ 公 園 50 0.14�
もえぎ野台中央公園 50 0.14�
上曽根運動公園 50 0.13�
八幡台児童公園 50 0.11�

その他の場所

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月18日
文間地区農村集落センター 100 0.13�
や ま な み 園 100 0.13�
惣 新 田 集 会 所 100 0.11�
利 根 東 部 農 村
集 落 セ ン タ ー 100 0.13�

各小・中学校

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月19日
文 小 学 校 50 0.13�
布 川 小 学 校 50 0.13�
文 間 小 学 校 50 0.12�
利 根 中 学 校 100 0.10�

各幼稚園

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月19日
大 和 幼 稚 園 50 0.11�
二 葉 幼 稚 園 50 0.09�

旧布川小学校

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月19日
旧 布 川 小 学 校 100 0.17

利根親水公園

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月19日
利 根 親 水 公 園 50 0.12�

文部科学省放射線モニタリング

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月20日
利 根 町 役 場 100 0.08

　

町
内
に
お
け
る
、
放
射
線
量

の
測
定
結
果
（
月
１
回
測
定
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
放
射
線
量
は
、
天
候

や
風
向
き
、
測
定
器
の
特
性
等

に
よ
り
変
化
い
た
し
ま
す
。
数

値
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
安
と

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
新
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
更

新
し
て
お
り
ま
す
。

※
測
定
器　

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ

ン
式
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
Ｔ
Ｃ
Ｓ

－

１
７
２
Ｂ�

�

　

測
定
等
に
関
す
る
詳
細
は
、

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
利
根
町
役
場

　

℡
68

－

２
２
１
１

○
各
公
園　

都
市
建
設
課

○
各
保
育
園　

福
祉
課

○
各
小
・
中
学
校
、
各
幼
稚
園

　

学
校
教
育
課

○
旧
布
川
小
学
校　

企
画
財
政
課

○
利
根
親
水
公
園　

経
済
課

○
そ
の
他
の
場
所　

環
境
対
策
課

▽
原
子
力
規
制
庁

　

監
視
情
報
課

℡
０
３

－

５
１
１
４

－

２
１

２
５

各保育園

施�設�名�称 高さ
（㎝）

測定日･測定値

11月20日
布 川 保 育 園 50 0.08�
文 間 保 育 園 50 0.09�
東 文 間 保 育 園 50 0.10�

◆
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
こ

そ
何
か
体
を
動
か
し
た
い
と
考

え
て
い
る
あ
な
た
に
お
勧
め
な
の

が
、
軽
運
動
、
フ
リ
フ
リ
グ
ッ

パ
ー
体
操
で
す
。
こ
れ
は
、
脳

の
活
性
化
や
脂
肪
の
燃
焼
効
果
、

骨
密
度
の
低
下
抑
制
、
転
倒
防

止
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
期
待

で
き
る
有
酸
素
運
動
で
す
。

　

足
踏
み
に
よ
る
わ
ず
か
な
体

の
上
下
運
動
が
脚
の
骨
を
適
度

に
刺
激
し
、
腰
の
フ
リ
フ
リ
で

直
立
姿
勢
に
重
要
な
大
腿
骨
や

背
骨
を
刺
激
し
ま
す
。
10
分
間

で
脳
の
前
頭
部
の
血
流
が
あ
が

り
活
性
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、

好
き
な
曲
に
合
わ
せ
一
曲
・
二

曲
、
皆
で
歌
い
な
が
ら
行
え
ば

快
適
度
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
気

分
も
爽
快
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

ア
ッ
プ
、
脳
を
刺
激
す
る
簡
単

な
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
年
２
回
の
体
力
測
定

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
会
場
の
運
動
集
会

に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

仲
間
た
ち
と
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
フ
リ
フ

リ
ク
ラ
ブ
代
表
・
市
川
英
夫
）

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（１月 16日～２月 28日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 １月16日（木）、２月６日（木）･ 20日（木） 午前 10 時～11 時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 １月21日（火）、２月４日（火）･ 18日（火）

利 根 町 生 涯 学 習 セ ン タ ー 第２、４水曜日 １月22日（水）、２月12日（水）･ 20日（水）

【講師】筑波大学　兵頭先生・諏訪部先生　＊福祉バス・利根町ふれ愛タクシーをご利用ください

【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
利根町のホームページ  http://www.town.tone.ibaraki.jp/
モバイル版（i-mode用） http://www.town.tone.ibaraki.jp/mobile.php

利根町民憲章
　わたくしたちは、 大利根の豊かな流れと緑に恵まれた大地を
ふるさととする利根町民です。 
　この郷土と歴史を誇りとし、 人の和と力を集め、いっそう住み
よいまちづくりをめざして、 ここに町民憲章を定めます。 
一、 自然を守り、 水と緑の豊かなまちをつくりましょう。
一、 教養を深め、 伝統ある文化をそだてましょう。
一、 人を愛し、 ふれあいの輪をひろげましょう。 
一、 体をきたえ、 仕事にはげみ、 明るい家庭をきずきましょう。
一、 心を合わせ、 未 来にはばたく若い力をのばしましょう。 

【１月の納税等】
・町・県民税４期

・後期高齢者医療保険料７期

町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

17,374(－ 28）
 8,519(－ 18）
 8,855(－ 10）
 6,857(＋ ４）

12月１日現在

編

集

後

記

　

編
集
後
記
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
皆
さ
ま
に
、
今
年
も
ホ
ッ

ト
な
話
題
を
交
え
ス
タ
ッ
フ
一

同
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

千
葉
県
の
手
賀
沼
の
畔
に
あ

る
天
然
温
泉
施
設
に
た
び
た
び

汗
を
流
し
に
い
き
、
健
康
を
考

え
つ
つ
湖
畔
の
周
り
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な

が
ら
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
白
鳥
の
子
育
て
の

よ
う
す
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

ひ
な
が
日
に
日
に
大
き
く
な
り
、

巣
立
つ
光
景
は
、
人
間
の
世
界

と
同
じ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

私
も
上
の
子
が
、
こ
の
４
月
に

新
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
今
年
は
、
一
つ
肩
の
荷

が
下
り
そ
う
で
す
。
（
ま
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

　廃棄物処理及び清掃に関する法律第16条の２では、「何人も、次に掲げる方法による場合を除き、
廃棄物を焼却してはならない。」
①　一般廃棄物処理基準、特別管理一般廃棄物処理基準、産業廃棄物処理基準又は特別管理産業廃棄
物処理基準に従って行う廃棄物の焼却

②　他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却
③　公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却又は周辺地域の生活環境に与える影響が
軽微である廃棄物の焼却として政令で定めるもの　　とされています。

　「隣の空き地でごみを燃やしていて臭いがひどい」「煙がひどく洗濯物が干せない」など、ごみの
野外焼却、いわゆる「野焼き」に関する苦情が多く寄せられます。
　家庭のごみは、野焼きをせず、分別して町のごみ集積所に出すようお願いします。
　ただし、次のような野焼きは例外とされていますが、風向きや時間帯に配慮し住宅付近など周辺の
迷惑にならないように注意してください。
野焼き禁止の例外
①　国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
　　河川敷の草焼き（河川管理者）など
②　震災、風災害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却
　　災害時の応急対策、火災予防訓練、凍霜害防止のための稲わら焼却など
③　風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　　正月の「しめ縄」「門松」等を焚く行事など
④　農業、林業、又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
　　焼き畑、畔の草および下枝の焼却、農地における害虫駆除の焼却など
⑤　たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
　　落ち葉たき、たき火、キャンプファイヤー
◎問い合わせ先　　役場環境対策課　℡６８－２２１１（内線２５８）

野焼きは法律で禁止されています！


